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○ 知多浄水場の活性炭利用

活性炭注入量活性炭注入量

上野浄水場

知多浄水場

活性炭注入率活性炭注入率

上野浄水場

知多浄水場

折れ線グラフ 棒グラフ
[ mg/L ] [ ×１０００kg ]

・活性炭注入率および注入量

上野浄水場：かび臭などの臭い物質の除去のため

知多浄水場：給水末端の残留塩素確保のため

・活性炭使用目的
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・給水エリアと総管路延長

知多浄水場

上野浄水場

各浄水場系統の総管路延長

上野浄水場 26.0ｋｍ
知多浄水場 135.9ｋｍ

２．５日

０．５日

追加塩素
注入設備
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・追加塩素注入設備について

追加塩素注入設備

知多浄水場

・追加塩素注入設備は、供給末
端(南知多町)での残塩を確保す
るため、知多浄水場と南知多町
の中間に位置する、常滑広域調
整池で塩素を追加注入する設備。

・追加塩素注入設備が本格稼働
（平成２３年４月）してから南知多
町の残塩を確保しやすくなったた
め、知多浄水場での活性炭使用
量が大幅に減少した。
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:開放した場合の塩水遡上範囲

河口から約３０ｋｍ

⑤ 塩水遡上による取水停止の事例紹介

○ ゲート開放により影響を受ける利水域

○ 塩化物イオン濃度

・海水：約１９，０００mg/ℓ

・水道水質基準：２００mg/ℓ以下

・長良導水の取水停止目標値：５０mg/ℓ※１

※１ 厚労省等が設置した長良導水技術検討会で設定

・工業用水道供給水質標準値：８０mg/ℓ ※２

※２ 日本工業用水協会

国土交通省、水資源機構資料による

出典：平成２２年度第１回中部地方ダム等管理ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ委員会資料を一部加筆修正 24/37



○ 塩水障害－長良川塩水遡上による取水停止①

• 平成１６年７月１８日の豪雨に伴う出水時に、河川流量が毎秒
800㎥を超えたため、水資源機構が堰の管理規程に基づき
ゲートを約７時間全開にした。

• ゲート全開時が満潮と重なったことから、堰上流に塩水が遡
上することとなり、長良導水取水口地点の塩化物イオン濃度
が、取水停止目標値の50mg/ℓを超えることが予測されことか
ら長良導水は取水停止となり、取水口地点の濃度が塩水遡
上前の数値に下がるまでの約３日間取水停止が継続した。
（最大65mg/ℓ）

• この取水停止に伴い、緊急避難措置として、知多浄水場は隣
接する佐布里池に貯留されている工業用水の一部を関係機
関の理解を得て代替取水することで断水を回避した。（代替
取水相当量の水を工水へ9日間で返還） 25/37



PM 13:00 塩化物イオン濃度が、取水停止目標値の２分の１を超えないと
判断
長良川取水口取水再開 以後知多浄水場塩素混和池での塩化物イオン
等の監視

詳細

AM 1:15 長良川取水口地点 電気伝導率15.0ms/m超過

AM 1:20 長良川取水口地点 塩化物イオン20mg/l超過

AM 9:19 長良川取水口地点 塩化物イオン42-49mg/l

AM 9:28 長良川取水口地点 塩化物イオン56-60mg/l

AM 9:35 長良川取水口取水停止

AM 9:45 知多浄水場水源を佐布里池へ切替

○ 塩水障害－長良川塩水遡上による取水停止②

塩化物イオン
取水停止目標値：50mg/l
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• 平成16年６月に改定された木曽川水系における水資源開発基
本計画において、国が近年20年２番目の渇水年の河川流況を
基に、ダムの供給実力（供給可能量）を試算。

• このなかで、尾張地域及び愛知用水地域の渇水時の安定供給
水源として、長良川河口堰の工業用水から５．４６㎥/sを水道
へ転用した。

(2)(2) 水道の安定供給水源水道の安定供給水源((５．４６㎥５．４６㎥/s)/s)の考え方の考え方

①① 水道水源の開発水量と供給可能量水道水源の開発水量と供給可能量

水源 水量 (㎥/s） 目的

長良川河口
堰(転用分)

４．５２ 尾張地域の安定供給水源

０．９４ 愛知用水地域(知多半島)の安定供
給水源

合計 ５．４６ －
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地 域

事 業 計 画 （平成２７年）

需 要 量
(㎥/日)

水源開発施設
開発水量

安定供給可能量
（近年2/20）

㎥/s ㎥/日 ㎥/s ㎥/日

尾 張 511,300 岩屋ダム 7.22  561,400 3.18  247,200 

長良川河口堰※ 4.52 351,500 3.40  264,100 

小 計 11.74  912,900 6.58  511,300

愛知用水 576,900 牧尾ダム 2.594 192,100 1.82  134,800 

阿木川ダム 1.102 81,600 0.63  46,700 

味噌川ダム 1.013 75,000 0.85  62,900 

長良川河口堰 2.86  211,800 2.15  159,200 

長良川河口堰※ 0.94 69,600 0.71  52,600 

徳山ダム※ 2.30  170,300 1.63  120,700 

小 計 10.809 800,400 7.79  576,900

※ 2/20の渇水時に安定的な水供給を可能とするために確保する水源

【県水道用水供給事業の需要量と水源水量】
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• 愛知用水地域の平成27年度における水需要は、
8.25㎥/秒と予測されており、2/20の供給可能量を
考慮した場合、長良川河口堰の工水転用水源0.94
㎥/秒及び徳山ダムの新規水源2.3㎥/秒を確保し、
対応することとしている。

• また、尾張地域の水需要は8.88㎥/秒と予測されて
おり、長良川河口堰の工水転用水源4.52㎥/秒に
より、対応することとしている。

• 尾張地域、愛知用水地域とも需要の伸びは鈍化し
ているが、それでも既存水源による近年2/20の安
定供給可能量は現在の需要量を満足していない。

②② 木曽川水系木曽川水系((尾張＋愛知用水地区尾張＋愛知用水地区))のの
水道給水量の推移と供給可能量水道給水量の推移と供給可能量
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※日最大取水量実績は、水資源開発基本計画需要実績調査に基づく
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日最大取水量（ダム＋地下水等） 日最大地下水等（内数）

日平均取水量（ダム＋地下水等） 日平均地下水等（内数）

徳山ダム(2.3㎥/s)

長良川河口堰転用
　　　　　　(0..94㎥

 味噌川ダム（ 1.013m3/s ）

長良川河口堰（ 2.86m3/s ）

阿木川ダム（ 1.102m3/s ）

牧尾ダム（ 2.594m3/s ）

地下水等（0.46m3/s）

Ｈ２７
想定

供給可能量

近年
2/20

平成
６年

開発
水量

11.269㎥/s

8.25㎥/s

8.25㎥/s

4.729㎥/s

【愛知用水地域における給水量の推移と供給可能量】

既存水源による
近年2/20の供
給可能量は、現
在の需要量に
足りていない
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※日最大取水量実績は、水資源開発基本計画需要実績調査に基づく
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日最大取水量（ダム＋地下水等） 日最大地下水等（内数）

日平均取水量（ダム＋地下水等） 日平均地下水等（内数）

14.04㎥/s

岩屋ダム（ 5.32m3/s ）

長良川河口堰転用
(4.52㎥/s)

地下水等（約2.3m3/s）

Ｈ２７
想定

供給可能量

近年
2/20

平成
６年

開発
水量

岩屋ダム（ 1.9m3/s ） 8.88㎥/s

8.88㎥/s

5.14㎥/s

【尾張地域における給水量の推移と供給可能量】

既存水源による
近年2/20の供
給可能量は、現
在の需要量に
足りていない
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（長良川）
（木曽川）

（ ）

　　（ ）

　　（ ）

　　（ ）

知多浄水場

尾張西部浄水場

長良川河口堰
8.320 m3/s

4.520 m3/s

常時使用分

知多地域の安定供給分

尾張地域の安定供給分

2.860 m3/s

0.940 m3/s

岩屋ダム

③③ ５．４６５．４６((４．５２＋０．９４４．５２＋０．９４))㎥㎥//ssの導水計画の導水計画
水量 (㎥/s） 導水計画

４．５２
尾張地域に対し、岩屋ダムからの不足分を補うため、
尾張西部浄水場へ導水(導水路は検討中)

０．９４
愛知用水地域(知多半島)に対し、既存の長良導水路
を用いて知多浄水場へ導水

導水イメージ図

長良導水路 新規導水路

(検討中)
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④④ 西三河地域の水道水源と供給可能量西三河地域の水道水源と供給可能量

地 域
平成23年
需要量
(㎥/日)

事 業 計 画

水源開発施設
開発水量

安定供給可能量
（近年2/20）

㎥/s ㎥/日 ㎥/s ㎥/日

西 三 河 339,600

矢作ダム※１ 4.43  320,000 2.66  193,300 

味噌川ダム 1.756 130,000 1.48  109,600 

計 6.186 450,000 4.14  302,900

・平成23年の需要量(承認基本給水量) ３３９，６００㎥/
日に対して、既存水源の安定供給可能量だけでは足
りていない。

※1 矢作ダムの2/20渇水時の供給可能量は６０％と仮定
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①① 尾張と愛知用水工業用水道事業の給水量と回収率の推移尾張と愛知用水工業用水道事業の給水量と回収率の推移
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昭和４０年代に給水量が急激な伸びを示しているが、近年は高い回収率が維持さ
れ、需要は若干の減少が見られる。

尾張地域へ
給水開始

(3)(3) 工業用水道の事業計画と給水量の推移工業用水道の事業計画と給水量の推移
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②② 工水水源の供給可能量と計画給水量（木曽川水系工水水源の供給可能量と計画給水量（木曽川水系FP)FP)

工水水源 FPにおける
計画給水量
(㎥/s)

差
開発水量 (㎥/s)

2/20安定供給
可能量(㎥/s)

尾張地域

岩屋ダム 6.3 2.77

2.01 2.97長良川河口堰 2.93 2.20

計 9.23 4.98

愛知用水地域

牧尾ダム 5.911 4.14

10.12 -2.57

阿木川ダム 2.098 1.20

味噌川ダム 0.731 0.61

矢作ダム 2.67 1.60

計 11.41 7.55

計 20.64 12.53 12.13 0.40

木曽川水系フルプランにおける工業用水の計画給水量は、１２．１３㎥/s
である。これに対し、近年2/20規模の渇水時には、愛知用水地域では２．５
７㎥/s不足しているが、尾張地域の余裕分２．９７㎥/s（名臨２．５２㎥/s含
む）でほぼバランスがとれている状況である。
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味噌川ダム（0.731ｍ
3
/ｓ）

矢作ダム（2.670ｍ
3
/ｓ）

㎥/s

▲　契約水量（ｍ3/s）

開発
水量

近年
2/20

平成
６年

岩屋ダム（3.780ｍ3/ｓ）

供給可能量

10.32

11.57

長良川河口堰

（2.93m3/s）

岩屋ダム（名臨分）

（2.52m3/s）

牧尾ダム（5.911ｍ
3
/ｓ）

20.64㎥/s

12.53㎥/s

7.53㎥/s

阿木川ダム（2.098ｍ3/ｓ）

③③尾張と愛知用水の工業用水道事業の給水量尾張と愛知用水の工業用水道事業の給水量
((実績実績))と安定供給可能量と安定供給可能量
長良川河口堰2.93㎥/sについての事業計画は未策定である。

事業実施中の尾張と愛知用水の工業用水道事業の給水量(実績)は、横ばい
もしくは若干の減少が見られるが、それでも既存水源（名臨2.52㎥/sを含む）に
よる近年2/20の安定供給可能量は、現在の需要量を満足していない。

既存水源によ
る近年2/20の
供給可能量は、
現在の需要量
に足りていない
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４ まとめ

○長良川河口堰水源は、現在知多浄水場の水道
水源として利用しており、水質的にも何ら問題な
く、渇水もない安定した水源である。

○開門調査が実施され塩水が遡上した場合、現有
の浄水場では塩水を処理できないことから、取水
を停止することとなるので、代替水源の確保が必
要となる。

○木曽川水系フルプランにおいて、水道・工業用水
道とも現在確保している水源については、近年
2/20渇水時において安定した給水を行うために
必要と位置付けられている。
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